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担当係

根拠法令・個別計画

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

内容

（手段）

実施・運営方法

※費用合計に占める

経費の内訳(割合)

生涯学習のまちづくり基本構想・基本計画、地方自治法第244条の2、小牧市市民会館の設置及び管理に関する条例、小牧市市民会館の管理に関する規則

10

担当課

5

教育文化

生涯学習課

社会教育係

23

平成３０年度以降

文化・芸術

事業類型 法定受託系

文化活動に親しむ機会を充実する

1

　市民の生涯学習活動を振興するため、施設の安全管理、会場の貸し出し、舞台の機器操

作等を行うことにより、市民の会場利用の支援を行う。

  指定管理者（施設活用協会）へ管理運営を委託

　・会場利用（申請・許可）に関する事務

　・ホール利用に関する機器操作　・施設全体の設備等管理

　　　補修工事、保守点検

※H20.10～H21.6は市民会館工事のため利用数値が減

【直接経費の内訳】

助成 0

総合計画

分野別計画

予算区分

担当部事務事業名 市民会館施設管理事業

会計区分

平成１２年度以前 ～事業期間

事業番号 372

平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート

教育委員会事務局

事事事事

　　　　

　　　　

業業業業

　　　　

　　　　

のののの

　　　　

　　　　

概概概概

　　　　

　　　　

要要要要

直接実施・

運営

9 委託 91

一般会計

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

Ｈ24予算額

157,978

0.11

585

109.1

Ｈ23決算額

144,621

Ｈ22決算額

0

11,00812,314

0

0.110.20

ココココ

　　　　

　　　　

スススス

　　　　

　　　　

トトトト

財

源

その他職員

0.05

（手段）

従事者数

Ｈ21決算額

一般財源

国・県支出金

対前年比

その他財源

人件費

139,847

【直接経費の内訳】

管理運営委託料等 133,602,349円、駐車場用地借上料 10,824,960円、保険料等 193,625円

◎24年度実施内容

23年度と同様に実施する。

費用合計

147,482

265

0.00

施設使用料  市民会館資料複写代金

従事者数

人件費

費

用

直接経費

正職員

121,406

0

受益者負担

130,524

7,900

131,587

89.0

0

10,181

0

147,738

145,389

110.4

133,075

0.01

183

5851,063

0.00

147,747

0.01

183

158,746



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

―

―

―

H24

8,788

件

市民会館・公民館利用

人数

―

295,266

施設の安全管理、会場の貸し出しを円滑に行った。

315

403,203

―

373,614

229

―

308

H21

―

H22

――

H24H23

公民館開館日数

成果指標名

市民会館・公民館利用

件数

事業の

達成状況

活動指標名

市民会館開館日数

―

日

日

H23

―

309

―

311

―

H21

315

―

8,513

人

―

8,623

―
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H22

372事業番号

平平平平

成成成成

２２２２

３３３３

年年年年

施設の安全管理、会場の貸し出しに支障をきたし、生涯学習の推進が停滞する。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

事事事事

業業業業

のののの

自自自自

己己己己

評評評評

価価価価

今今今今

後後後後

のののの

事事事事

業業業業

のののの

方方方方

向向向向

性性性性

現状維持

判定理由

一次評価のとおり。

改善案等

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

方向性の判定

現状維持

判　定　理　由

引き続き施設の安全管理に万全を期し、施設の利用件数増への取り組みが必要であ

る。

年年年年

度度度度

のののの

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

事業実施におけ

る課題等

施設の老朽化対策が必要である。

施設の管理で施設事故もなく安全に運営されている。会場の貸し出しで円滑に行わ

れている。

方向性の判定


